
ＤＡＣＳ－１７００ 出力専用版 説明書
製品型式 ＤＡＣＳ－１７００Ｅ－ＯＵＴ

ＤＡＣＳ－１７００ 出力専用版は、標準仕様にてＣＮ１，ＣＮ２の入力信号となっている

端子をすべて出力信号（以下、拡張出力）対応としたものです。

ＣＮ３の入出力信号は標準仕様のとおりにて変更はありません。ＣＮ３の信号は入出力双方

向にて使用できます。

本資料では、ＤＡＣＳ－１７００Ｅ－ＯＵＴ 拡張出力に関する使用方法について解説して

います。本資料に解説していない機能については、標準仕様と同じ使用方法となります。

また、標準版にてＣＮ１とＣＮ２に配置している入力信号は、一切使用できませんので、こ

の入力信号に関連する各機能は無効となります。入力トリガ送信機能、カウンタ機能は使用

できません。

ＣＮ１，ＣＮ２に配置する拡張出力で、４８ｂｉｔ中の４ｂｉｔはＤＡＣＳ－１７００の回

路構成上、出力信号として使用することができません。従って、ＣＮ１とＣＮ２にて使用可

能な出力点数は、標準出力と拡張出力をあわせて、９２ｂｉｔとなります。詳細はコネクタ

ピン配置をご覧下さい。

まず、DACS-1７00標準版の説明書をご覧ください。

ＤＡＣＳ－１７００Ｅ－ＯＵＴ は、標準版ＤＡＣＳ－１７００と、

使用しているｃＰＬＤ（ＩＣ）のプログラム容量が異なる以外は、

基板構成などにて同じものです。

ディジタル入出力機能の詳細、入出力信号の電気的仕様、および

ＵＳＢインターフェイスの詳細は、

ＤＡＣＳ－１７００標準版の説明書をご覧ください。
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１． コネクタ ピン配置

１．１ ＣＮ１ ディジタル出力コネクタ ピン配置

５０Ｐフラットケーブル用

基板側 型式 オムロン ＸＧ４Ｃ５０３１

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△

１ ディジタル出力 ｂｉｔ４８ ２ ディジタル出力 ｂｉｔ４９

３ ディジタル出力 ｂｉｔ５０ ４ ディジタル出力 ｂｉｔ５１

５ ディジタル出力 ｂｉｔ５２ ６ ディジタル出力 ｂｉｔ５３

７ ディジタル出力 ｂｉｔ５４ ８ ディジタル出力 ｂｉｔ５５

９ ディジタル出力 ｂｉｔ５６ １０ ディジタル出力 ｂｉｔ５７

１１ ディジタル出力 ｂｉｔ５８ １２ ディジタル出力 ｂｉｔ５９

１３ ディジタル出力 ｂｉｔ６０ １４ ディジタル出力 ｂｉｔ６１

１５ ディジタル出力 ｂｉｔ６２ １６ ディジタル出力 ｂｉｔ６３

１７ （使用不可） １８ （使用不可）

１９ ディジタル出力 ｂｉｔ６４ ２０ ディジタル出力 ｂｉｔ６５

２１ ディジタル出力 ｂｉｔ６６ ２２ ディジタル出力 ｂｉｔ６７

２３ ディジタル出力 ｂｉｔ６８ ２４ ディジタル出力 ｂｉｔ６９
２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ ディジタル出力 ｂｉｔ０(LSB) ２８ ディジタル出力 ｂｉｔ１

２９ ディジタル出力 ｂｉｔ２ ３０ ディジタル出力 ｂｉｔ３

３１ ディジタル出力 ｂｉｔ４ ３２ ディジタル出力 ｂｉｔ５

３３ ディジタル出力 ｂｉｔ６ ３４ ディジタル出力 ｂｉｔ７

３５ ディジタル出力 ｂｉｔ８ ３６ ディジタル出力 ｂｉｔ９

３７ ディジタル出力 ｂｉｔ１０ ３８ ディジタル出力 ｂｉｔ１１

３９ ディジタル出力 ｂｉｔ１２ ４０ ディジタル出力 ｂｉｔ１３

４１ ディジタル出力 ｂｉｔ１４ ４２ ディジタル出力 ｂｉｔ１５

４３ ディジタル出力 ｂｉｔ１６ ４４ ディジタル出力 ｂｉｔ１７

４５ ディジタル出力 ｂｉｔ１８ ４６ ディジタル出力 ｂｉｔ１９

４７ ディジタル出力 ｂｉｔ２０ ４８ ディジタル出力 ｂｉｔ２１
４９ ディジタル出力 ｂｉｔ２２ ５０ ディジタル出力 ｂｉｔ２３
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１．２ ＣＮ２ ディジタル出力コネクタ ピン配置

５０Ｐフラットケーブル用

基板側 型式 オムロン ＸＧ４Ｃ５０３１

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△

１ ディジタル出力 ｂｉｔ７０ ２ ディジタル出力 ｂｉｔ７１
３ ディジタル出力 ｂｉｔ７２ ４ ディジタル出力 ｂｉｔ７３

５ ディジタル出力 ｂｉｔ７４ ６ ディジタル出力 ｂｉｔ７５

７ ディジタル出力 ｂｉｔ７６ ８ ディジタル出力 ｂｉｔ７７

９ ディジタル出力 ｂｉｔ７８ １０ ディジタル出力 ｂｉｔ７９

１１ ディジタル出力 ｂｉｔ８０ １２ ディジタル出力 ｂｉｔ８１

１３ ディジタル出力 ｂｉｔ８２ １４ ディジタル出力 ｂｉｔ８３

１５ ディジタル出力 ｂｉｔ８４ １６ ディジタル出力 ｂｉｔ８５

１７ ディジタル出力 ｂｉｔ８６ １８ ディジタル出力 ｂｉｔ８７

１９ ディジタル出力 ｂｉｔ８８ ２０ （使用不可）

２１ （使用不可） ２２ ディジタル出力 ｂｉｔ８９

２３ ディジタル出力 ｂｉｔ９０ ２４ ディジタル出力 ｂｉｔ９１(MSB)

２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ ディジタル出力 ｂｉｔ２４ ２８ ディジタル出力 ｂｉｔ２５
２９ ディジタル出力 ｂｉｔ２６ ３０ ディジタル出力 ｂｉｔ２７

３１ ディジタル出力 ｂｉｔ２８ ３２ ディジタル出力 ｂｉｔ２９

３３ ディジタル出力 ｂｉｔ３０ ３４ ディジタル出力 ｂｉｔ３１

３５ ディジタル出力 ｂｉｔ３２ ３６ ディジタル出力 ｂｉｔ３３

３７ ディジタル出力 ｂｉｔ３４ ３８ ディジタル出力 ｂｉｔ３５

３９ ディジタル出力 ｂｉｔ３６ ４０ ディジタル出力 ｂｉｔ３７

４１ ディジタル出力 ｂｉｔ３８ ４２ ディジタル出力 ｂｉｔ３９

４３ ディジタル出力 ｂｉｔ４０ ４４ ディジタル出力 ｂｉｔ４１

４５ ディジタル出力 ｂｉｔ４２ ４６ ディジタル出力 ｂｉｔ４３

４７ ディジタル出力 ｂｉｔ４４ ４８ ディジタル出力 ｂｉｔ４５

４９ ディジタル出力 ｂｉｔ４６ ５０ ディジタル出力 ｂｉｔ４７

２． 出力信号仕様

全ビット、標準仕様と同じＴＴＬ出力です。

信号仕様詳細は、ＤＡＣＳ－１７００取扱説明書を参照ください。
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３． 拡張出力（出力専用タイプbit91～48）の送信方法

３．１ ディジタル出力コマンド

アスキーコード文字列 Ｗ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｗ（大文字） ディジタル出力コマンド（グループ1,2,4,5）識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコードおよびグループ番号指定

（１６進数文字表記 英字は小文字も可）

ＩＤコードは基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

bit 3 2 1 0
bit1～0 ＩＤコード 3～0

bit2 ＯＮ（bit2がOFFのときは標準出力側指定）

bit3 グループ番号 OFF:グループ4 ON:グループ5

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（英字は小文字も可）

ディジタル出力する内容を指定。

× × × × × × 各桁とも１６進数表記

↑ ↑ ↑

グループ４ bit71-68 ↑63-60 ↑55-52 ↑ 例

67-64 59-56 51-48

↑ ↑

グループ５ bit ↑87-84 ↑79-76 ↑ MSB LSB
91-88 83-80 75-72

bit ３２１０

１にて、出力Ｈｉｇｈレベル ０にて、出力Ｌｏｗレベル

上記②にてグループ５を指定した場合は、ディジタル出力bit91～72 が対象と

なります。

１６進数に該当しない文字を指定した場合。

その位置のディジタル出力は、直前に送信したコマンドの同一位置のデータ

となります。

これを、４ｂｉｔ単位の Don't Care として利用することができます。
データの例 Ｗ５Ｘ１２ＸＸＸ

データの省略

③項のデータのすべて、あるいはその途中からを省略することができます。

省略した場合は、上記のDon't Care と同じ扱いになります。

データの例 Ｗ５ Ｗ５Ａ８

④ 区切りマーク

アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定します。通常はキャ

リッジリターンコードを使用してください。使用上の区別については、ＤＡＣＳ

－１７００標準版説明書を参照ください。
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３．２ ディジタル出力コマンドに対する応答
（DACS-1７00 → PC）

ＵＳＢ－ＤＩＯ基板は、基板識別ＩＤコードが一致するＷコマンドを受信すると、本形式の

データをホストに返します。

アスキーコード文字列 Ｒ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｒ（大文字） ディジタル入力応答識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコードおよびグループ番号
送信コマンドにて指定した番号と同じになります。

③ 常に ００００００ データとなります。

対応するコマンドデータの省略があっても、応答内容には省略はなく、常に固定

長です。

④ 区切りマーク

アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。
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３．３ フェイルセーフ出力パターン 設定コマンド

アスキーコード文字列 Ｌ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｌ（大文字） フェイルセーフ出力パターン 識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコードおよびグループ番号指定

（１６進数文字表記 英字は小文字も可）

ＩＤコードは基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

bit 3 2 1 0

bit1～0 ＩＤコード 3～0

bit2 ＯＮ（bit2がOFFのときは標準出力側指定）
bit3 グループ番号 OFF:グループ4 ON:グループ5

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

フェイルセーフ出力パターンを指定

左端より bit71～48 右端が bit51～48

ディジタル出力bit71～48（グループ５のときはbit91～72）のフェイルセーフ

時のディジタル出力パターン

④ 区切りマーク

アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定します。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

４． その他（制限事項など）

標準版のグループ１と２の入力信号を利用する機能は使用できません。

カウンタ機能も使用できません。

標準仕様のＤＡＣＳ－１７００とは、使用しているｃＰＬＤ（ＩＣ）が異なりますので、

ＥＥＰＲＯＭに格納しているプログラム書換をおこなっても、

標準仕様のＤＡＣＳ－１７００とすることはできません。

（完）
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